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equi subsp. equi, S. equi subsp. zooepidemicus，および
Streptococcus dysgalactiae内においても，28℃ではoriと
して機能するが，37℃ではその機能が阻害された。さら
に作製したベクターを用いて，S. suisのコレステロール
結合型細胞傷害毒素suilysinをコードするsly遺伝子の破
壊株を作ることにも成功した。これらの成績から，今回
作製したTsベクターが，S. suisの遺伝子を効率よく破壊
するための有用な道具となることだけでなく，獣医学領
域で重要なその他のレンサ球菌の分子遺伝学的解析にも
応用できることが示された。
第4章　S. suis sly遺伝子領域の水平伝播
分子遺伝学的解析系を用いて細菌の病原性の解析を行
う場合，一般に特定の株を代表として用いることが多い。
しかし，S. suisという菌種は多様な遺伝子型および表現
型を持つ株によって構成されているため，特定の株で得
られた病原性に関する成績を，S. suisという種に当ては
めて考察する上で，この様な多様性を生み出した分子遺
伝学的背景についての知見を得ておくことは重要になる。
そこで著者はS. suisの病原因子の候補の1つである
suilysinに着目し，suilysin非産生性であるS. suis DAT1
株のsly遺伝子当該領域の塩基配列を決定し，S. suis
DAT2株のsly遺伝子領域の塩基配列と比較することによ
り，sly遺伝子の水平伝播について考察した。その結果，
S. suisのsly遺伝子またはsly遺伝子非保有株の当該遺伝子
領域に存在していたorf102遺伝子のどちらかの遺伝子が，
可動因子に頼らない何らかの方法で異種菌から獲得され
た外来遺伝子であり，遺伝子獲得後，この遺伝子領域が
S. suis株間でも水平伝播により交換されていることが明
らかになった。これらの成績から，S. suisにおける異種
菌からの遺伝子の獲得および株間での遺伝子の交換は，
S. suisの病原細菌としての進化と，それに伴う多様性の
獲得に貢献しているメカニズムであることが示された。
以上のように，本研究において確立したS. suisの遺伝
子導入系および遺伝子破壊系は，今後，本菌だけでなく
他のグラム陽性菌の病原因子の分子遺伝学的解析を行う
際にも大いに貢献するものと期待される。さらに，sly遺
伝子の水平伝播に関する知見は，S. suisの病原細菌とし
ての進化およびその多様性獲得のメカニズムを解き明か
す鍵になると思われる。
